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　投稿者は原則として，鹿児島市医師会会員とする。ただし本会あるいは編集委員会が必要と認め執筆を依頼した
もの及び各種部会・委員会が事務局担当者へ執筆を依頼したものに関してはその限りではない。

投稿資格

この規程の変更は本編集委員会の議決及び鹿児島市医師会理事会の承認を要する。
この規程は平成１７年２月７日から施行する。
この規程は平成１９年４月５日から一部改正施行する。
この規程は平成１９年１１月１６日一部改正。投稿規則８項の施行は平成２０年４月１日とする。
この規程は令和5年8月7日から一部改正施行する。

附　則

原稿の採否,掲載コーナーについては編集委員会で決定する。

原稿分量は原則として【別表１】のとおりとする。
学術コーナーへの投稿は，他学術誌と同様に論文の体裁を整える。
（1）緒言（はじめに）　（2）対象および方法（または症例）　（3）成績（結果）　（4）考案
（5）結語（むすび）　（6）引用文献

図・表・写真を掲載する場合はサイズを文字数に換算して【別表２参照】原稿分量の規程範囲内に収めることと
する。ただし,編集委員会から依頼した場合はその限りではない。

原稿は原則として返却しない。（写真・ＣＤ・フラッシュメモリ等は返却する。）

他の文献を引用する場合は,原稿中にその旨明記しなければならない。
また,その際に著作権料が発生する場合は,原則として投稿者本人の負担とする。

論文に関する投稿は,人権及び動物愛護,個人情報保護法に十分配慮しなければならない。

「鹿児島市医報」に掲載された原稿の著作権は,鹿児島市医師会に帰属する。他誌に転載する場合には,編集委
員会及び理事会の議を経ることとする。

「鹿児島市医報」に掲載された記事の別刷りを希望する場合は経費の実費（全額）を執筆者負担とする。
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桜の開花とともに新年度が始まりました。春
の人事異動で新メンバーを迎えたり，毎年この
季節になると何となく職場が新鮮で活気溢れる
雰囲気に包まれます。

そして医療現場でも「働き方改革」が始ま
りました。医師の長時間勤務の解消と労働環
境の改善を目指しますが，メディアによると多く
の医療機関では「宿日直許可の取得」や「複
数主治医制導入」などで対応し，また特定機
能病院の多くは残業時間の上限を引き上げる
特例を申請するなど，医療の質の維持や地域
医療への影響などが懸念される中での開始と
なりそうです。

「誌上ギャラリー」は永田政幸先生から「春
の太鼓橋」をご提供いただきました。満開の
桜を戴く江戸時代にできた重厚な石橋の姿に
風格を感じます。

「論説と話題」では 3 月に開催された「日
本医師会医療情報システム協議会」での医療
DXと地域医療情報連携ネットワーク，またオン
ライン診療・遠隔診療などの講演についてご
報告いただきました。

「学術」の今村総合病院消化器外科，飯
尾俊也先生の「結腸切除の術前に貧血を契
機に発 見された Peutz-Jeghers 型ポリープ
の１例」は，極めて稀な小腸孤発性 Peutz-
Jeghers 型ポリープをカプセル内視鏡とダブル
バルーン内視鏡検査で診断し得た症例で，原
因不明の消化管出血（OGIB）におけるカプ
セル内視鏡とダブルバルーン内視鏡による小腸
精査の有用性が示されています。

松下会あけぼのクリニック腎臓内科，田中元子
先生の「腎性貧血への対応について～診断・
治療・ガイドライン改定のポイント～」では，腎
臓におけるエリスロポエチン産生障害による腎
性貧血の発現機序，診断，治療と，心不全，
腎不全，貧血が密接に関連する心腎貧血症
候群などについて解説されています。

「医師会病院だより」は日髙帯刀先生の麻
酔科のご紹介です。コロナ禍で減少した手術

件数は回復傾向で，外科と婦人科手術のほと
んどは内視鏡下手術となり，超音波ガイド下神
経ブロックも増加傾向とのことです。2 名の常
勤医と応援医師が奮闘され，今後は麻酔科の
需要増加が見込まれるそうです。

「随筆・その他」の粟博志先生の「音楽の
散歩道（その８）―指揮者のお仕事―」では，
2 月に逝去された小澤征爾氏の活躍，そしてド
イツ・オーストリアの指揮者や 20 世紀の指揮
者の活動などが紹介され，今号でも豊富な美し
い図や写真が大判・カラーになった医報の紙
面に彩りを添えています。

小田原良治先生の「制度創設時に立ち返
り医療事故の定義を再確認しよう（６）―『予
期』と『予見』を混同してはならない―」では，
医療事故調査制度の「予期しなかった死亡」
の「予期」を，過失責任追及の「医療過誤」
に付随する概念である「予見」と混同しない
ように注意が促されています。

鹿児島市立病院消化器内科，伊集院翔先
生の「佐賀県の魅力」は大学時代から研修
医まで過ごした佐賀県について，鹿児島とはま
た違った豊富な海の幸や温泉地の数々，観光
スポットなど佐賀県の魅力が存分に紹介されて
います。

「鹿市医郷壇」の兼題は季節にちなんだ「花
見（はなん）」です。皆様のご投句をお待ちし
ています。

「働き方改革」の複数主治医制，勤務間イ
ンターバル，時間外労働規制など耳慣れない
制度ですが，労働環境の改善は誠に結構なこ
とです。かつて長時間勤務を美徳と錯覚し，
夜間・休日を問わず容赦無くポケベルで呼び出
されていた世代としては，今回の改革は医療
現場におけるパラダイムシフトです。とは言え，
術後トラブルなどには時間外であろうと迅速・
適切な対応に赴く，執刀医としての責任感と矜
持が「医療の質の維持」にはやはり必要なの
ではと思います。

（編集委員　森岡 康祐）
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